
(57)【要約】
【課題】細胞壁を破砕していない市販のクロレラ粉体を超微粒子化して、細胞壁を破砕す
る。
【解決手段】細胞壁を破砕していない市販のクロレラ粉体を、微粉砕して微粒子状の粉末
クロレラ粒子とし、然る後、前記粉末クロレラ粒子を、塩素を含まず、酸化還元電位が２
００ｍＶ以下であって、且つ活性水素を含む特性を有する電解還元水中に添加混入して攪
拌混合し、混合液の調整を行って流状物とし、該流状物を超微粒子化装置に圧送して、前
記電解還元水中の活性水素により超微粒子化工程中に発生する活性酸素を消去して、有効
成分を劣化させることなく、粉末クロレラ粒子全体を超微粒子化することにより、細胞壁
を破砕して、該細胞壁内の有効成分を流状物中に抽出し、然る後、該流状物を乾燥機によ
り乾燥して乾燥クロレラ粉体として取出す。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 市 販 の ク ロ レ ラ 粉 体 を 微 粉 砕 し て 微 粒 子 状 の 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と
し 、 然 る 後 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 １ ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ を 、 水 道 水 、 ま た は 天 然 水 を 電 解 し
て 得 ら れ た 、 塩 素 を 含 ま ず 、 酸 化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ Ｖ 以 下 で あ っ て 、 且 つ 活 性 水 素 を 含
む 特 性 を 有 す る 電 解 還 元 水 ７ ５ ～ ８ ５ 重 量 ％ 中 に 添 加 混 入 し て 混 合 攪 拌 し 、 混 合 液 の 調 整
を 行 い 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 が 、 前 記 電 解 還 元 水 中 に 均 等 に 分 散 す る よ う 調 整 し て 、 粉
末 ク ロ レ ラ 粒 子 と 前 記 電 解 還 元 水 と の 流 状 物 と す る 第 １ 工 程 と 、
前 記 第 １ 工 程 で 、 前 記 電 解 還 元 水 中 に 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 分 散 し た 流 状 物 を 、 超 微 粒 子 化
装 置 に 投 入 し て 高 圧 で 衝 突 さ せ て 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ
り 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 該 細 胞 壁 内 の 有 効 成 分 を 前 記 流 状 物 中 に 抽 出 す る 第 ２ 工 程 と 、
前 記 第 ２ 工 程 で 、 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 細 胞 壁 を 破 砕 し て 有 効 成 分 を 抽 出 し た 流 状 物
を 、 乾 燥 機 に よ り 乾 燥 し て 前 記 流 状 物 中 の 水 分 を 蒸 発 さ せ て 除 去 し 、 前 記 抽 出 さ れ た 有 効
成 分 を 含 む 塊 状 の 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ と し て 取 出 す 第 ３ 工 程 と 、
前 記 第 ３ 工 程 で 、 塊 状 と し て 取 出 さ れ た 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ を 解 砕 し て 、 所 定 の 粒 径 と す る
第 ４ 工 程 と に よ り 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 市 販 の ク ロ レ ラ 粉 体 を 微 粉 砕 し て 微 粒 子 状 の 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と
し 、 然 る 後 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 １ ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ を 、 水 道 水 、 ま た は 天 然 水 を 電 解 し
て 得 ら れ た 、 塩 素 を 含 ま ず 、 酸 化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ Ｖ 以 下 で あ っ て 、 且 つ 活 性 水 素 を 含
む 特 性 を 有 す る 電 解 還 元 水 ７ ５ ～ ８ ５ 重 量 ％ 中 に 添 加 混 入 し て 混 合 攪 拌 し 、 混 合 液 の 調 整
を 行 い 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 が 、 前 記 電 解 還 元 水 中 に 均 等 に 分 散 す る よ う 調 整 し て 、 粉
末 ク ロ レ ラ 粒 子 と 前 記 電 解 還 元 水 と の 流 状 物 と す る 第 １ 工 程 と 、
前 記 第 １ 工 程 で 、 前 記 電 解 還 元 水 中 に 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 分 散 し た 流 状 物 を 、 超 微 粒 子 化
装 置 に 投 入 し て 高 圧 で 衝 突 さ せ て 、 細 胞 壁 を 破 砕 す る 工 程 を 、 複 数 回 、 必 要 で あ れ ば 、 前
記 流 状 物 中 に 新 た に 前 記 電 解 還 元 水 ２ ～ １ ０ 重 量 ％ を 追 加 混 入 し て 繰 返 し て 行 い 、 粉 末 ク
ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 該 細 胞 壁 内 の 有 効 成 分 を
前 記 流 状 物 中 に 抽 出 す る 第 ２ 工 程 と 、
前 記 第 ２ 工 程 で 、 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て 有 効 成 分 を 抽 出 し た 流 状
物 を 、 乾 燥 機 に よ り 乾 燥 し て 前 記 流 状 物 中 の 水 分 を 蒸 発 さ せ て 除 去 し 、 前 記 抽 出 さ れ た 有
効 成 分 を 含 む 塊 状 の 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ と し て 取 出 す 第 ３ 工 程 と 、
前 記 第 ３ 工 程 で 、 塊 状 と し て 取 出 さ れ た 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ を 解 砕 し て 、 所 定 の 粒 径 と す る
第 ４ 工 程 と に よ り 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 状 態 で 市 販 さ れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体 を 、 例 え ば 、 ナ ノ
メ ー タ ー サ イ ズ に ま で 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 該 細 胞 壁 内 の ク ロ
ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 を 抽 出 す る こ と が で き る と 共 に 、
更 に 前 記 超 微 粒 子 化 さ れ た 粉 末 ク ロ レ ラ を 食 品 と し て 食 す る 場 合 、 人 体 へ の 吸 収 性 を 高 め
る こ と が で き る ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 状 態 の ク ロ レ ラ 粉 体 が 市 販 さ れ て い る が 、 こ れ を 食 し て も
細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い の で 、 ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成
分 が 人 体 に 吸 収 さ れ る こ と は な い 。 そ し て 、 ク ロ レ ラ の 細 胞 壁 を 破 砕 す る 方 法 と し て 、 従
来 多 く の 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。 過 去 の 特 許 文 献 を 遡 及 検 索 す る と 、 例 え ば 下 記 の 特 許 文
献 が 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ４ ２ ４ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 従 来 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 状 態 で 市 販 さ れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体 は 、 ク ロ ロ フ ィ ル
、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 が 細 胞 壁 内 に 残 留 し た ま ま で あ る の で 、 ク
ロ レ ラ 粉 体 を 食 し て も 、 前 記 有 効 成 分 が 人 体 に 吸 収 さ れ る こ と は な い と い う 課 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
更 に 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の は 、 純 水 に ク ロ レ ラ 粉 体 を 混 合 し た 混 濁 液 を 湿 式 ジ ェ
ッ ト ル で 処 理 す る も の で あ る が 、 そ の 処 理 中 に お い て 活 性 酸 素 が 発 生 し て 、 ク ロ レ ラ の 有
効 成 分 が 劣 化 し て し ま う と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 状 態 で 市 販 さ
れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体 を 、 超 微 粒 子 化 装 置 に よ り 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 、 細 胞 壁 を 破
砕 し て 、 該 細 胞 壁 内 の ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 が 抽 出
さ れ る と 共 に 、 こ れ を 食 品 と し て 食 し た 場 合 、 超 微 粒 子 化 さ れ て い る の で 人 体 へ の 吸 収 性
を 高 め る こ と が で き る ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 状 態 で 市 販 さ れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体 を 、 微 粉 砕 し て 微
粒 子 状 の 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と し 、 且 つ 該 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と 、 水 道 水 、 ま た は 天 然 水 を 電
解 し て 得 ら れ た 塩 素 を 含 ま ず 、 酸 化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ Ｖ 以 下 で あ っ て 、 且 つ 活 性 水 素 を
含 む 特 性 を 有 す る 電 解 還 元 水 と を 混 合 し た 流 状 物 を 超 微 粒 子 化 装 置 に 高 圧 で 圧 送 し て 、 前
記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 含 む 流 状 物 を 高 圧 の も と で 衝 突 さ せ て 、 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 超
微 粒 子 化 す る こ と に よ り 、 前 記 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 該 細 胞 壁 内 の ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸
、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 を 流 状 物 中 に 抽 出 し 、 該 流 状 物 を 、 乾 燥 機 に よ り 乾 燥
し て 前 記 流 状 物 中 の 水 分 を 蒸 発 さ せ て 除 去 し 、 ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ
ラ ル 等 の 有 効 成 分 の 劣 化 を 防 い で 、 超 微 粒 子 状 の 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ と し て 取 出 す と い う 方
法 を 採 用 す る こ と に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に よ れ ば 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 状 態 で 市 販 さ れ て い
る ク ロ レ ラ 粉 体 を 、 微 粉 砕 し て 微 粒 子 状 の 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と し 、 且 つ 該 粉 末 ク ロ レ ラ 粒
子 と 、 水 道 水 、 ま た は 天 然 水 を 電 解 し て 得 ら れ た 塩 素 を 含 ま ず 、 酸 化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ
Ｖ 以 下 で あ っ て 、 且 つ 活 性 水 素 を 含 む 特 性 を 有 す る 電 解 還 元 水 と を 混 合 し た 流 状 物 を 超 微
粒 子 化 装 置 に 高 圧 で 圧 送 し て 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 含 む 流 状 物 を 高 圧 の も と で 衝 突 さ
せ て 、 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 該 細 胞 壁
内 の ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 を 流 状 物 中 に 抽 出 し 、 然
る 後 、 前 記 流 状 物 を 乾 燥 機 に よ り 乾 燥 し て 流 状 物 中 の 水 分 を 蒸 発 さ せ て 除 去 し 、 ク ロ ロ フ
ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 の 劣 化 を 防 止 し て 、 超 微 粒 子 状 の 乾 燥
粉 末 ク ロ レ ラ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て 、 前 記 超 微 粒 子 状 に 加 工 さ れ た 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ を 錠 剤 状 、 あ る い は 顆 粒 状 等 と す
る こ と に よ り 、 健 康 食 品 と し て 採 取 す る と 、 市 販 さ れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体 に 比 し て 超 微 粒
子 化 さ れ て い る の で 、 人 体 へ の 吸 収 性 が 高 く 、 ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ
ラ ル 等 の 有 効 成 分 を 効 率 よ く 人 体 に 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ き 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 は 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て
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い な い 状 態 で 市 販 さ れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体 を 、 微 粒 子 状 の 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と し 、 且 つ 該
粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 、 塩 素 を 含 ま ず 、 酸 化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ Ｖ 以 下 で あ っ て 、 且 つ 活 性
水 素 を 含 む 特 性 を 有 す る 電 解 還 元 水 に 、 所 定 量 を 添 加 混 入 し て 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 含 む 流
状 物 と し 、 こ れ を 超 微 粒 子 化 装 置 に 高 圧 で 圧 送 し て 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 含 む 流 状 物
を 高 圧 の も と で 衝 突 さ せ て 、 該 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 、 例 え ば ナ ノ メ ー タ ー サ イ ズ に ま
で 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 、 前 記 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 該 細 胞 壁 内 の ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ
ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 を 流 状 物 中 に 抽 出 し 、 然 る 後 、 前 記 超 微 粒 子 化 し
た 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 含 む 流 状 物 を 、 乾 燥 機 に よ り 乾 燥 し て 、 前 記 流 状 物 中 の 水 分 を 蒸 発
さ せ て 除 去 し 、 超 微 粒 子 状 の 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ と す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 は 、 塩 素 を 含 ま ず 、 酸 化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ Ｖ 以 下 で あ
っ て 、 且 つ 活 性 水 素 を 含 む 特 性 を 有 す る 電 解 還 元 水 を 使 用 す る ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 で
あ る 。 そ し て 、 本 発 明 の ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 の 第 １ 工 程 は 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い
状 態 で 市 販 さ れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体 を 流 状 物 化 す る 流 状 物 化 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
す な わ ち 、 第 1工 程 は 、 前 記 細 胞 壁 を 破 砕 し て い な い 状 態 で 市 販 さ れ て い る ク ロ レ ラ 粉 体
を 粉 砕 機 等 に よ り 粉 砕 し て 、 特 に 限 定 す る 必 要 は な い が 、 好 ま し く は 、 粒 径 ５ ０ μ ｍ 以 下
の 微 粒 子 状 の 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と し 、 然 る 後 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 １ ５ ～ ２ ５ 重 量 ％ 、
好 ま し く は ２ ０ 重 量 ％ を 、 水 道 水 、 ま た は 天 然 水 を 電 解 し て 得 ら れ た 、 塩 素 を 含 ま ず 、 酸
化 還 元 電 位 が ２ ０ ０ ｍ Ｖ 以 下 で あ っ て 、 且 つ 活 性 水 素 を 含 む 特 性 を 有 す る 電 解 還 元 水 ７ ５
～ ８ ５ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ８ ０ 重 量 ％ 中 に 添 加 混 入 し て 混 合 攪 拌 し 、 該 混 合 液 の 調 整 を 行
な い 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 が 、 前 記 電 解 還 元 水 中 に 均 等 に 分 散 す る よ う 調 整 し て 、 粉 末
ク ロ レ ラ 粒 子 と 前 記 電 解 還 元 水 と の 流 状 物 と す る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 本 発 明 に お い て 、 前 記 電 解 還 元 水 を 使 用 す る の は 、 特 に 水 道 水 の 場 合 、 水 道 水 に 含
ま れ て い る 塩 素 に よ っ て 酸 化 さ れ て 、 ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の
有 効 成 分 が 劣 化 す る の を 防 止 す る と 共 に 、 不 純 物 の 混 入 を 防 止 し 、 更 に 、 電 解 還 元 水 が 保
有 す る 前 記 特 性 を 、 本 発 明 加 工 工 程 に お い て 利 用 す る こ と に よ り 、 高 品 質 の 細 胞 壁 を 破 砕
し た ク ロ レ ラ 粉 体 を 得 る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 で 使 用 す る 電 解 還 元 水 と し て は 、 特 に 限 定 す る 必 要 は な い が 、 好 ま し く は 、 例 え ば
日 本 ト リ ム 株 式 会 社 製 の 電 解 還 元 水 整 水 器 で あ る 「 ト リ ム イ オ ン Ｔ Ｉ － ８ ０ ０ ０ 」 を 使 用
し て 水 道 水 を 電 解 し て 生 成 さ れ た 、 電 解 酸 性 水 と 電 解 還 元 水 の う ち 、 電 解 還 元 水 を 使 用 す
る 。 前 記 「 ト リ ム イ オ ン Ｔ Ｉ － ８ ０ ０ ０ 」 に よ り 生 成 さ れ た 電 解 還 元 水 は 、 ｐ Ｈ ９ ． ６ 程
度 の ア ル カ リ 性 で 、 酸 化 還 元 電 位 が － ２ ７ ４ ｍ Ｖ 程 度 で 、 且 つ 活 性 水 素 を 含 ん で い る こ と
が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 「 電 解 還 元 水 」 は 、 チ タ ン に 白 金 焼 成 し た 電 極 板 を 用 い て 水 道 水 を 電 気 分 解 し て 得 ら
れ た 水 で あ っ て 、 還 元 力 を 持 つ 活 性 水 素 を 豊 富 に 含 む 水 で 、 そ の 結 果 さ ま ざ ま な 活 性 酸 素
を 消 去 す る 力 を 持 っ た 水 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
通 常 、 水 素 原 子 （ Ｈ ） が ２ 個 結 合 し て 水 素 分 子 （ Ｈ ２ ） と し て 存 在 し て い る の が 普 通 で あ
る が 、 水 素 が 分 子 と し て 存 在 せ ず 、 原 子 で 存 在 し て い る の が 活 性 水 素 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 活 性 酸 素 は 、 様 々 な 病 気 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れ 、 そ の 強 い 酸 化 力 か ら 清 浄 な 細 胞
を 破 壊 し 、 病 気 や 老 化 の 原 因 と な る 。 活 性 酸 素 は 通 常 の 酸 素 よ り 電 子 が １ つ 少 な い 電 気 的
に 不 安 定 な 状 態 と な り 、 正 常 な 細 胞 か ら 電 子 を 奪 お う （ 酸 化 ） と す る 。 こ の よ う に 、 電 子
を 奪 わ れ た 細 胞 は 、 酸 化 さ れ 死 滅 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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そ し て 、 活 性 水 素 は 、 前 記 の よ う に 、 水 素 が 原 子 状 態 と な る こ と に よ っ て 、 電 気 的 に 不 安
定 で あ る が 、 該 活 性 水 素 が 様 々 な 病 気 の 原 因 と な る 電 気 的 に 不 安 定 な 活 性 酸 素 と 結 び つ き
、 無 害 な （ Ｈ ＋ Ｏ ＝ Ｈ ２ Ｏ ） と な っ て 体 外 へ 排 出 さ れ る こ と と な る 。 す な わ ち 、 活 性 水 素
は 活 性 酸 素 を 消 去 す る 能 力 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 加 工 方 法 の 第 ２ 工 程 は 、 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 超 微 粒 子 化 し て 細 胞 壁 を 破 砕 し 、 該 細
胞 壁 内 の 有 効 成 分 を 前 記 流 状 物 中 に 抽 出 す る 工 程 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ２ 工 程 は 、 前 記 工
程 で 得 ら れ た 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 と 前 記 電 解 還 元 水 と の 流 状 物 を 、 従 来 公 知 の 超 微 粒 子
化 装 置 に よ り 前 記 流 状 物 中 の 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 、 例 え ば 、 ナ ノ メ ー タ ー サ イ ズ に ま
で 超 微 粒 子 化 し て 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 細 胞 壁 内 の ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ
ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 を 前 記 流 状 物 中 に 抽 出 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 超 微 粒 子 化 装 置 と し て は 、 従 来 公 知 の 装 置 を 使 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に お い て
は 、 特 に 限 定 す る 必 要 は な い が 、 好 ま し く は 、 例 え ば 図 １ ～ 図 ８ に 示 す 、 特 許 第 ２ ７ ８ ８
０ １ ０ 号 と し て 従 来 公 知 の 「 乳 化 装 置 」 を 、 本 発 明 加 工 方 法 の 超 微 粒 子 化 装 置 と し て 使 用
す る こ と が 推 奨 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
す な わ ち 、 超 微 粒 子 化 装 置 Ｍ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 流 状 物 の 供 給 タ ン ク １ １ と 、 該
流 状 物 を 加 圧 す る 高 圧 ポ ン プ １ ２ と 、 該 高 圧 ポ ン プ １ ２ よ り 圧 送 さ れ た 流 状 物 を 高 圧 の も
と で 衝 突 さ せ て 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 、 例 え ば 、 ナ ノ メ ー タ ー サ イ ズ に ま で 超 微 粒 子
化 す る 超 微 粒 子 化 部 材 １ ３ と 、 該 超 微 粒 子 化 部 材 １ ３ か ら 排 出 さ れ た 超 微 粒 子 化 さ れ た 粉
末 ク ロ レ ラ 成 分 を 含 む 流 状 物 を 貯 留 す る 貯 留 槽 １ ４ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 超 微 粒 子 化 部 材 １ ３ は 、 ケ ー シ ン グ １ ５ 内 に お い て 、 第 １ 円 板 １ ６ 、 第 ２ 円 板 １ ７ が
密 着 固 定 し て 収 納 さ れ て お り 、 こ れ ら の 円 板 １ ６ ・ １ ７ に は 、 板 面 に 前 記 流 状 物 が 通 過 可
能 な 幅 の 透 孔 １ ６ ａ ・ １ ６ ｂ お よ び １ ７ ａ ・ １ ７ ｂ と 、 該 透 孔 １ ６ ａ ・ １ ６ ｂ お よ び １ ７
ａ ・ １ ７ ｂ を 連 結 す る ス リ ッ ト 状 の 案 内 溝 １ ６ ｃ ・ １ ７ ｃ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 こ れ ら に
よ っ て 後 述 す る 流 入 路 １ ８ 、 案 内 路 １ ９ 、 混 合 室 ２ ０ お よ び 流 出 路 ２ １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 第 １ ・ 第 ２ 円 板 １ ６ ・ １ ７ を 図 ２ ～ 図 ６ を 参 照 し つ つ 説 明 す る と 、 各 円 板 １ ６ ・ １ ７
は 焼 結 ダ イ ヤ 、 単 結 晶 ダ イ ヤ 等 の 耐 摩 耗 性 に 富 む 材 料 に よ っ て 同 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 第 １ 円 板 １ ６ は 、 図 ２ 、 図 ３ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 板 面 中 心 に 対 し て 上 下 対 称 位
置 に 同 径 の 流 入 用 の 透 孔 １ ６ ａ ・ １ ６ ｂ が 貫 通 形 成 さ れ 、 ま た 、 第 ２ 円 板 １ ７ と の 密 着 面
に 前 記 透 孔 １ ６ ａ ・ １ ６ ｂ の 対 面 す る 端 部 側 を 連 通 す る 第 １ 案 内 溝 １ ６ ｃ が 刻 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 第 ２ 円 板 １ ７ は 、 図 ３ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 円 板 １ ６ と の 密 着 対 向 面 に 、 該
第 １ 円 板 １ ６ の 前 記 第 １ 案 内 溝 １ ６ ｃ と 直 交 す る よ う 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ が 刻 設 さ れ る と 共
に 、 該 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ の 両 端 に 同 径 の 流 出 用 の 透 孔 １ ７ ａ ・ １ ７ ｂ が 貫 通 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 構 成 よ り 成 る 第 １ ・ 第 ２ 円 板 １ ６ ・ １ ７ は 、 第 １ 案 内 溝 １ ６ ｃ と 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ と
が 十 字 状 に 直 交 す る よ う に 密 に 重 合 し て 、 第 １ 円 筒 体 ２ ２ と 第 ２ 円 筒 体 ２ ３ と を ボ ル ト ２
４ に よ り 一 体 に 連 結 し て 形 成 さ れ た ケ ー シ ン グ １ ５ 内 に 収 納 固 定 さ れ て 、 超 微 粒 子 化 部 材
１ ３ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 ケ ー シ ン グ １ ５ を 構 成 す る 第 １ 円 筒 体 ２ ２ の 一 方 側 の 開
口 部 ２ ２ ａ が 前 記 高 圧 ポ ン プ １ ２ に 連 結 さ れ る と 共 に 、 第 ２ 円 筒 体 ２ ３ の 他 方 側 の 開 口 部
２ ３ ａ が 前 記 貯 留 槽 １ ４ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 記 ケ ー シ ン グ １ ５ 内 に お い て 、 密 に 重 合 固 定 さ れ た 第 １ 円 板 １ ６ と 第 ２ 円 板 １ ７ の 第 １
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案 内 溝 １ ６ ｃ と 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ は 十 字 状 に 直 交 し て 、 前 記 第 １ ・ 第 ２ 円 板 １ ６ ・ １ ７ の
中 心 部 に 混 合 室 ２ ０ を 形 成 す る 。 ま た 、 前 記 流 入 用 の 透 孔 １ ６ ａ ・ １ ６ ｂ は 流 入 路 １ ８ を
、 第 １ 案 内 溝 １ ６ ｃ は 中 心 に 向 か う 案 内 路 １ ９ を 、 更 に 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ と 流 出 用 の 透 孔
１ ７ ａ ・ １ ７ ｂ は 流 出 路 ２ １ を そ れ ぞ れ 形 成 す る 。 従 っ て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 流 入 路 １
８ 、 案 内 路 １ ９ 、 混 合 室 ２ ０ お よ び 流 出 路 ２ １ の 順 序 で 、 前 記 流 状 物 が 流 れ る 液 体 通 路 が
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 図 中 、 １ ６ ｄ ・ １ ７ ｄ は 、 そ れ ぞ れ の 第 １ ・ 第 ２ 円 板 １ ６ ・ １ ７ に 設 け た 位 置 決 め
用 透 孔 で あ っ て 、 該 第 １ ・ 第 ２ 円 板 １ ６ ・ １ ７ を 密 着 重 合 し て 固 定 す る と き に 、 前 記 各 位
置 決 め 用 透 孔 １ ６ ｄ ・ １ ７ ｄ を 貫 通 で き る よ う に 重 合 し て 、 図 示 し て い な い ピ ン 等 を 該 各
位 置 決 め 用 透 孔 １ ６ ｄ ・ １ ７ ｄ に 貫 通 固 定 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ ・ 第 ２ 案 内 溝 １ ６ ｃ
・ １ ７ ｃ は 、 正 確 に 十 字 状 に 直 交 し て 、 該 第 １ ・ 第 ２ 円 板 １ ６ ・ １ ７ を 固 定 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
前 記 構 成 よ り 成 る 超 微 粒 子 化 装 置 Ｍ の 作 用 に つ い て 説 明 す る と 、 供 給 タ ン ク １ １ 内 に 投 入
さ れ た 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 含 む 流 状 物 を 、 １ ３ ０ Ｍ ｐ ａ 程 度 の 圧 力 で 、 高 圧 ポ ン プ １
２ に よ り 超 微 粒 子 化 部 材 １ ３ を 構 成 す る ケ ー シ ン グ １ ５ の 一 方 側 の 開 口 部 ２ ２ ａ に 圧 送 す
る 。 前 記 一 方 側 の 開 口 部 ２ ２ ａ に 圧 送 さ れ た 流 状 物 は 、 第 １ 円 板 １ ６ の ２ 個 の 流 入 用 の 透
孔 １ ６ ａ ・ １ ６ ｂ よ り 高 速 と な っ て 流 入 し 、 更 に 、 前 記 流 入 用 の 透 孔 １ ６ ａ ・ １ ６ ｂ と 第
１ 案 内 溝 １ ６ ｃ の 両 端 部 と で 形 成 さ れ る 流 入 路 １ ８ に 高 速 流 と な っ て 流 れ 、 次 い で 、 前 記
第 ２ 円 板 １ ７ の 板 面 と 第 １ 案 内 溝 １ ６ ｃ と で 形 成 さ れ た 、 圧 送 方 向 が 対 向 す る 案 内 路 １ ９
・ １ ９ へ と そ れ ぞ れ 流 れ 方 向 が 変 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
前 記 流 れ 方 向 が 変 換 し た 流 状 物 は 、 第 １ 案 内 溝 １ ６ ｃ と 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ と の 直 交 す る 中
心 部 に 形 成 さ れ た 混 合 室 ２ ０ に お い て 、 圧 送 方 向 が 対 向 す る 前 記 流 状 物 の ２ つ の 流 れ が 激
し く 衝 突 し 、 十 字 状 に 直 交 し た 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ に ９ ０ 度 方 向 を 変 え る 際 、 該 流 状 物 が 衝
突 、 乱 流 し 、 更 に 前 記 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ の 壁 面 に 衝 突 し て 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン （ 空 洞 化 現
象 ） が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 こ の キ ャ ビ テ ー シ ョ ン の 空 洞 部 が 崩 壊 す る と 共 に 、 局 所 的 に 非 常 に 高 い 圧 力 差 が
引 き 起 こ さ れ 、 前 記 流 状 物 中 の 固 体 粒 子 （ 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 ） を 破 砕 す る 。 こ の 固 体 粒 子
破 砕 現 象 は 、 数 マ イ ク ロ 秒 と い う 極 め て 短 い 時 間 内 に 生 じ 、 流 状 物 に 瞬 時 に 強 大 な エ ネ ル
ギ ー が 加 わ り 、 こ の エ ネ ル ギ ー に よ り 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 、 例 え ば 、 ナ ノ メ ー タ ー サ
イ ズ に ま で 超 微 粒 子 化 す る こ と に よ り 、 細 胞 壁 を 破 砕 し て 、 該 細 胞 壁 内 の ク ロ ロ フ ィ ル 、
ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 を 前 記 流 状 物 中 に 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 を 含 む 流 状 物 が 高 圧 で 衝 突 し て 、 流 状 物 に 瞬 時 に 強 大 な エ ネ ル ギ ー
が 加 わ る と 、 水 分 子 が 分 解 し て Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル の よ う な 強 力 な 活 性 酸 素 が 発 生 し 、 該 活 性 酸
素 が 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 中 の ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 と
反 応 し て 、 こ れ ら 有 効 成 分 が 劣 化 し て し ま う 。 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 活 性 水 素 を 含
む 電 解 還 元 水 を 使 用 し て い る の で 、 前 記 超 微 粒 子 化 作 業 で 発 生 し た 活 性 酸 素 を 活 性 水 素 で
消 去 す る こ と に よ り 、 ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 の 劣 化
を 防 止 し て 、 高 品 質 の 細 胞 壁 を 破 砕 し た ク ロ レ ラ 粉 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
前 記 の よ う に 、 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 を 超 微 粒 子 化 し て 細 胞 壁 を 破 砕 す る こ と に よ り 、 前
記 細 胞 壁 内 の ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 が 抽 出 さ れ た 流
状 物 は 、 第 ２ 案 内 溝 １ ７ ｃ と 第 １ 円 板 １ ６ の 板 面 お よ び 流 出 用 の 透 孔 １ ７ ａ ・ １ ７ ｂ と で
形 成 さ れ た 流 出 路 ２ １ に 、 前 記 ケ ー シ ン グ １ ５ の 他 方 側 の 開 口 部 ２ ３ ａ を 経 て 無 理 な く 排
出 さ れ 、 貯 留 槽 １ ４ に 貯 留 さ れ る 。 前 記 流 出 路 ２ １ を 通 過 す る 間 に も 流 状 物 は 、 第 ２ 案 内
溝 １ ７ ｃ の 壁 面 、 す な わ ち 混 合 室 ２ ０ と 対 向 す る 部 位 の 壁 面 お よ び 流 出 用 の 透 孔 １ ７ ａ ・
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１ ７ ｂ と 連 通 す る 端 部 壁 面 に 衝 突 し て 超 微 粒 子 化 が 進 行 し て 細 胞 壁 が 更 に 破 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
前 記 超 微 粒 子 化 装 置 Ｍ は 、 流 状 物 の 流 路 に ２ つ の 円 板 １ ６ ・ １ ７ を 密 に 重 合 固 定 し て 配 設
し 、 該 各 円 板 １ ６ ・ １ ７ の 重 合 面 に 形 成 し た ス リ ッ ト 状 の 案 内 溝 １ ６ ｃ ・ １ ７ ｃ に 流 状 物
を 通 過 さ せ て 、 そ の 流 れ の 方 向 を 変 え つ つ 、 壁 面 と の 衝 突 お よ び 流 状 物 同 士 の 衝 突 を 行 う
よ う に し て 、 粉 末 ク ロ レ ラ 全 体 を 超 微 粒 子 化 し て 細 胞 壁 を 破 砕 し 、 ケ ー シ ン グ １ ５ 外 へ 排
出 し て 貯 留 槽 １ ４ に 貯 留 す る よ う 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
前 記 超 微 粒 子 化 装 置 Ｍ に 投 入 さ れ た 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 の 超 微 粒 子 化 が 、 所 定 の 粒 径 、 例 え
ば ナ ノ メ ー タ ー サ イ ズ に ま で 達 し な い 場 合 、 一 旦 貯 留 槽 １ ４ に 貯 留 さ れ た 流 状 物 を 、 前 記
高 圧 ポ ン プ １ ２ に よ り 開 口 部 １ ２ ａ に 圧 送 し て 、 複 数 回 超 微 粒 子 化 装 置 Ｍ に 投 入 し て 、 超
微 粒 子 化 工 程 を 繰 返 す こ と に よ り 、 所 定 の 粒 径 に ま で 超 微 粒 子 化 さ れ て 細 胞 壁 を 破 砕 し た
ク ロ レ ラ 粉 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 複 数 回 に 亘 っ て 超 微 粒 子 化 工 程 を 繰 返 す 場 合 、 超 微 粒 子 化 さ れ て 行 く に 従 っ て 粉 末
ク ロ レ ラ 粒 子 全 体 の 表 面 積 が 大 き く な る こ と に よ り 、 水 分 比 率 が 減 少 す る た め 、 ス ム ー ズ
に 前 記 開 口 部 １ ２ ａ に 圧 送 で き ず 目 詰 ま り を 起 こ す 虞 れ も あ り 、 更 に 、 前 記 活 性 水 素 は 短
時 間 で 消 滅 し て し ま う の で 、 必 要 で あ れ ば 、 新 た に 前 記 電 解 還 元 水 を 少 量 、 例 え ば ２ ～ １
０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ５ 重 量 ％ 程 度 を 前 記 流 状 物 中 に 追 加 混 入 し て 、 水 分 比 率 を 高 め て 前
記 開 口 部 １ ２ ａ へ の ス ム ー ズ な 圧 送 を 図 る と 共 に 、 新 た に 追 加 混 入 さ れ た 電 解 還 元 水 の 活
性 水 素 で 、 新 た な 超 微 粒 子 化 工 程 に よ り 再 度 発 生 し た 活 性 酸 素 を 消 去 す る よ う に し て 超 微
粒 子 化 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
更 に 、 前 記 超 微 粒 子 化 さ れ た 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 は 、 前 記 電 解 還 元 水 が ｐ Ｈ ９ ～ １ ０ 程 度 の
ア ル カ リ 性 で あ る 場 合 、 更 に ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分
の 抽 出 効 率 が 高 め ら れ 、 前 記 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 中 の 有 効 成 分 が ほ と ん ど 流 状 物 中 に 抽 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 加 工 方 法 の 第 ３ 工 程 は 、 乾 燥 工 程 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ３ 工 程 は 、 前 記 第 ２ 工 程 で
、 超 微 粒 子 化 さ れ た 粉 末 ク ロ レ ラ 粒 子 か ら 有 効 成 分 を 抽 出 し た 流 状 物 を 、 乾 燥 機 に よ り 乾
燥 し て 、 前 記 流 状 物 中 の 水 分 を 蒸 発 し て 除 去 し 、 前 記 抽 出 さ れ た 有 効 成 分 を 含 む 塊 状 の 乾
燥 粉 末 ク ロ レ ラ と し て 取 出 す 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 加 工 方 法 に お い て は 、 前 記 乾 燥 機 に よ る 乾 燥 は 、 ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー や 焙 煎 機 等 を
用 い た 加 熱 乾 燥 、 低 温 乾 燥 機 に よ る 低 温 乾 燥 、 ま た は フ リ ー ズ ド ラ イ に よ る 凍 結 乾 燥 等 、
乾 燥 機 を 用 い て の い ず れ の 乾 燥 方 法 も 使 用 す る こ と が で き る が 、 ク ロ ロ フ ィ ル 、 ア ミ ノ 酸
、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 有 効 成 分 の 劣 化 を 防 止 す る た め に は 、 好 ま し く は 低 温 乾 燥 機 に
よ る 低 温 乾 燥 、 ま た は フ リ ー ズ ド ラ イ に よ る 凍 結 乾 燥 が 推 奨 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 加 工 方 法 の 第 ４ 工 程 は 、 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ の 解 砕 工 程 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ４ 工 程
は 、 前 記 第 ３ 工 程 の 乾 燥 工 程 を 経 た 水 分 が 蒸 発 し た 後 の 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ は 塊 状 と な っ て
い る の で 、 該 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ を 粉 末 状 の 最 終 製 品 、 あ る い は 打 錠 し て 錠 剤 状 等 の 最 終 製
品 と す る た め 、 前 記 塊 状 の 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ を 細 か く す る 解 砕 は 、 粉 砕 機 等 を 用 い て 所 定
の 粒 径 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
前 記 第 ４ 工 程 終 了 後 は 、 例 え ば 、 前 記 超 微 粒 子 化 さ れ た 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ １ ０ ０ %の 健 康
食 品 と す る 場 合 は 、 超 微 粒 子 化 さ れ た 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ を そ の ま ま 包 装 し た り 、 あ る い は
、 超 微 粒 子 化 さ れ た 乾 燥 粉 末 ク ロ レ ラ に 他 の 成 分 を 添 加 混 入 し て 健 康 食 品 と す る 場 合 、 例
え ば 、 打 錠 機 に よ り 打 錠 し て 錠 剤 状 の 製 品 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に お い て 使 用 す る 超 微 粒 子 化 装 置 の 全 体 的 シ ス テ
ム 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に お い て 使 用 す る 超 微 粒 子 化 装 置 の 概 略 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に お い て 使 用 す る 超 微 粒 子 化 装 置 を 構 成 す る 第 １
円 板 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に お い て 使 用 す る 超 微 粒 子 化 装 置 を 構 成 す る 第 ２
円 板 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｂ － Ｂ 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に お い て 使 用 す る 超 微 粒 子 化 装 置 を 構 成 す る 第 １
円 板 と 、 第 ２ 円 板 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 ク ロ レ ラ 粉 体 の 加 工 方 法 に お い て 使 用 す る 超 微 粒 子 化 装 置 の 要 部 の 縦 断 面
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
Ｍ ： 　 超 微 粒 子 化 装 置
１ ３ ： 　 超 微 粒 子 化 部 部 材
１ ６ ： 　 第 １ 円 板
１ ６ ａ ・ １ ６ ｂ ： 　 透 孔
１ ６ ｃ ： 　 第 １ 案 内 溝
１ ７ ： 　 第 ２ 円 板
１ ７ ａ ・ １ ７ ｂ ： 　 透 孔
１ ７ ｃ ： 　 第 ２ 案 内 溝
３ ６ ： 　 第 １ 円 板
３ ６ ａ ： 　 透 孔
３ ６ ｃ ： 　 案 内 溝
３ ７ ： 　 第 ２ 円 板
３ ７ ａ ： 　 透 孔
３ ７ ｃ ： 　 案 内 溝
 

10

20

30

(8) JP 2007-29043 A 2007.2.8



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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